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陽
明
文
庫
蔵
「
道
書
類
」
の
紹
介

十
五
）

貞
慶
撰
『〔
臨
終
用
意
事
〕』
翻
刻
・
略
解
題

恋

田

知

子

前
号
に
続
き
、
陽
明
文
庫
蔵
「
道
書
類
」
の
う
ち
、『〔
臨
終
用
意
事
〕』

を
紹
介
す
る
。
こ
れ
ま
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
陽
明
文
庫
蔵
「
道
書
類
」

は
、
仮
名
法
語
を
中
心
に
、
あ
わ
せ
て
十
八
種
類
の
書
物
が
一
括
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
慶
長
・
元
和
年
間
（
一
五
九
六
｜
一
六
二
四
）
の
奥
書
を

有
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
と
り
た
て
て
書
写
時
期
の
異
な

る
も
の
も
見
え
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
書
に
つ
い
て
も
、
お
そ
ら
く
同

じ
時
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ

１
）

れ
る
。

本
書
は
、
法
相
宗
中
興
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
解
脱
上
人
貞
慶
（
一
一

五
五
｜
一
二
一
三
）
が
臨
終
の
心
得
を
六
箇
条
に
分
け
て
説
い
た
と
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。『
臨
終
用
意
事
』
あ
る
い
は
『
臨
終
之
用
意
』
と
も
称

さ
れ
、
臨
終
の
病
人
お
よ
び
看
病
人
の
心
得
や
遺
体
に
対
す
る
処
置
な

ど
、
臨
終
行
儀
を
極
め
て
具
体
的
に
説
い
て
い
る
。

臨
終
行
儀
に
つ
い
て
は
、
伝
善
導
撰
の
『
臨
終
正
念
訣
』
を
基
盤
と

し
、
源
信
の
『
往
生
要
集
』
巻
中
末
の
「
別
時
念
仏
・
臨
終
行
儀
」
や
伝

法
然
の
『
臨
終
行
儀
』（『
臨
終
講
式
』）
な
ど
、
臨
終
を
重
視
す
る
浄
土

宗
に
お
い
て
多
く
の
典
籍
が
編
ま
れ
た
一
方
、
道
範
撰
の
『
臨
終
用
心

事
』
や
覚

撰
の
『
一
期
大
要
秘
密
集
』
な
ど
、
真
言
宗
に
お
い
て
も
展

開
を
見
せ
る
。
中
世
を
通
じ
て
数
多
の
臨
終
行
儀
書
が
な
さ
れ
、
近
世
に

は
そ
れ
ら
の
校
訂
編
集
や
出
版
も
行
わ
れ
て
お
り
、
人
間
に
と
っ
て
不
可

避
で
あ
る
死
へ
の
対
処
法
と
し
て
広
く
享
受
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ

２
）

れ
る
。

『
臨
終
用
意
事
』
は
、
浄
土
宗
系
の
臨
終
行
儀
の
言
説
を
踏
ま
え
つ
つ

も
、
貞
慶
の
春
日
信
仰
に
よ
り
念
仏
は
「
大
明
神
」
と
置
き
換
え
ら
れ
て

３
）

お
り
、
仮
名
交
じ
り
の
平
易
な
文
体
で
、
臨
終
の
心
得
を
よ
り
具
体
的

に
示
す
点
な
ど
に
特
徴
が
あ
る
。
例
え
ば
、
多
く
の
臨
終
行
儀
書
に
お
い

て
指
摘
さ
れ
る
「
酒
肉
五
辛
」
の
禁
制
に
つ
い
て
は
「
五
辛
」
を
「
葱

」
と
例
示
し
た
り
、
焼
き
魚
の
臭
気
を
病
人
の
も
と
に
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
に
と
す
る
な
ど
、
貞
慶
独
自
の
細
か
な
注
意
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
看
病
の
人
数
や
心
得
、
枕
水
の
作
法
な
ど
、『
臨
終
用
意
事
』
に
お

け
る
具
体
性
は
、
良
忠
の
『
看
病
用
心
抄
』
や
在
阿
の
『
臨
終
指
南
鈔
』

な
ど
に
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
宗
派
を
超
え
て
、
後
世
の
臨
終
行
儀
書
類

に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

近
世
以
降
の
臨
終
行
儀

４
）

書
類
に
も
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
、
広
く
享
受

さ
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
が
、
伝
本
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
現
存
し
て

い
な
い
。『
日
本
大
蔵
経
』
法
相
宗
章
疏
二
に
収
録
さ
れ
た
佐
伯
定
胤
編

「
解
脱
上
人
小
章
集
」
の
う
ち
の
『
臨
終
之
用
意
』、
お
よ
び
『
真
言
宗

悲
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安
心
全
書
』
収
録
の
『
臨
終
用
意
事
』
が
知
ら
れ
て
お
り
、
前
者
は
法
隆

寺
古
写
本
と
さ
れ
、
後
者
も
古
写
本
に
依
る
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
底
本

は
未
詳
で
あ
る
。
な
お
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、『
臨
終
大
事
影

説
』『
除
魔
説
』
と
合
わ
せ
て
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
書
写
さ
れ
た

『
在
家
臨
終
用
意
事
』
が
伝
存
す
る
。

本
書
は
、『
真
言
宗
安
心
全
書
』
収
録
の
『
臨
終
用
意
事
』
に
や
や
近

い
も
の
の
、
上
記
三
本
の
い
ず
れ
と
も
細
か
な
異
同
が
認
め
ら
れ
、
新
出

伝
本
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
江
戸
初
期
に
諸
宗
の
仮
名
法
語
と
と
も
に
貴

族
圏
で
写
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
点
で
も
極
め
て
貴
重
な
一
本
と
い
え
よ

う
。
な
お
、
書
誌
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
函
架
番
号

近
ト
｜
七
二
｜
ソ

・
形
態

写
本
。
一
冊
。
仮
綴
。

・
寸
法

縦
二
八
・
六
糎
。
横
二
〇
・
一
糎
。

・
表
紙

本
文
表
紙
共
紙
。
楮
紙
。

・
丁
数

墨
付
三
丁
。

・
本
文

半
葉
十
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
。
字
高
約
二
二
糎
。

・
外
題

な
し
。

・
内
題

な
し
。

・
奥
書

な
し
。

・
印
記

一
丁
表
右
上
に
「
陽
明
蔵
」
の
朱
額
形
印
あ
り
。

翻
刻
に
際
し
て
、
本
文
は
底
本
に
忠
実
を
期
し
た
が
、
私
に
句
読
点
を

付
す
な
ど
、
読
解
の
便
宜
を
は
か
っ
た
。
な
お
、
見
消
に
つ
い
て
は
、
訂

正
線
で
示
し
た
。

注１
）

陽
明
文
庫
蔵
「
道
書
類
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
三
田
國
文
』
連
載
の
翻

刻
紹
介
の
ほ
か
、
拙
稿
「
室
町
期
の
往
生
伝
と
草
子
｜
真
盛
上
人
伝
関
連
新
出

資
料
を
め
ぐ
っ
て
｜
」（『
唱
導
文
学
研
究
』
第
六
集

三
弥
井
書
店

二
〇
〇

八
年
）、
拙
稿
「
説
法
・
法
談
の
ヲ
コ
絵
｜『
幻
中
草
打
画
』
の
諸
本
｜
」（『
仏

と
女
の
室
町

物
語
草
子
論
』
笠
間
書
院

二
〇
〇
八
年
）、
拙
稿
「
比
丘
尼

御
所
文
化
と
お
伽
草
子
｜
『
恋
塚
物
語
』
を
め
ぐ
っ
て
｜
」（
徳
田
和
夫
氏
編

『
お
伽
草
子

百
花
繚
乱
』
笠
間
書
院

二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

２
）

臨
終
行
儀
に
つ
い
て
は
、
池
見
澄
隆
氏
『
中
世
の
精
神
世
界
｜
死
と
救
済

｜
』（
人
文
書
院
、
一
九
八
五
年
）、
神
居
文
彰
氏
・
田
宮
仁
氏
・
長
谷
川
匡
俊

氏
・
藤
腹
明
子
氏
編
『
臨
終
行
儀
｜
日
本
的
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
の
原
点
』

（
北
辰
堂
、
一
九
九
五
年
）、
齋
藤
雅
恵
氏
『
密
教
に
お
け
る
臨
終
行
儀
の
展

開
』（
ノ
ン
ブ
ル
、
二
〇
〇
八
年
）
小
山
聡
子
氏
『
親
鸞
の
信
仰
と
呪
術
｜
病

気
治
療
と
臨
終
行
儀
｜
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
参
照
。

３
）

齋
藤
雅
恵
氏
は
、
前
掲
注

２
）『
密
教
に
お
け
る
臨
終
行
儀
の
展
開
』
第
三

章
「
真
言
宗
に
お
け
る
臨
終
行
儀
の
展
開
」
に
お
い
て
、
四
宮
姫
大
神
（
十
一

面
観
音
の
垂
迹
）
を
信
仰
す
る
貞
慶
の
「
春
日
明
神
を
と
お
し
た
観
音
信
仰
」

に
基
づ
く
独
自
の
臨
終
行
儀
書
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

４
）

長
谷
川
匡
俊
氏
「
江
戸
時
代
の
「
臨
終
行
儀
」
史
料
の
紹
介
と
若
干
の
考

察
」（『
淑
徳
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
一
、
一
九
九
二
年
二
月
）
等
参
照
。

【
附
記
】

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
閲
覧
の
御
許
可
を
賜
っ
た
財
団
法
人
陽
明
文

庫
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
本
書
の
翻
刻
を

御
許
可
い
た
だ
き
、
御
教
示
を
賜
っ
た
、
陽
明
文
庫
文
庫
長
名
和
修
先
生

に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
課
題
番
号
二
五
三
七
〇
二
五
九
）

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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【
翻
刻
】

一
人
の
命
不
定
也
。
平
生
尚
難
憑
。
況
病
中

哉
。
時
々
無
油
断
、
臨
終
正
念
を
ね
か
ふ
へ
き
也
。

一
最
後
の
妄
念
は
悪
道
の
業
也
。
一
切
世
間
の
事
、

殊
更
に
病
人
の
可
執
心
留
事
、
可
腹
立
事
、

可
貪トン
愛アイ
事
、
病
人
に
不
可
語
。
看
病
の
人

の
問
事
あ
ら
は
、
心
に
さ
は
ら
さ
る
や
う
に
可
語
。
か

た
り
お
は
り
な
は
、
何
事
も
皆
々
夢
也
。
南
無

大
明
神
忘
給
な
と
す
ゝ
む
へ
き
也
。
病
人
の
心
可

留
資
財
な
と
、
不
可
近
付
。

一
魚
鳥
を
食
し
、
酒
に
酔
、
葱ソウ
ヒ

な
と
食
し

」（
１
オ
）

た
ら
ん
人
を
は
、
い
か
に
親
シタシキ

人
な
り
と
も
、
門
の
内
に

も
不
可
入
。
天
魔
便
を
得
て
、
心

必
悪
道
に
落

故
也
。
病
人
の
心
に
違
た
る
人
、
努
々
不
可
近
付
。
惣
て

問
来
人
の
出
入
、
一
々
に
病
人
に
知
す
る
事
、
返
々

故
實
な
き
事
。

一
病
人
の
あ
た
り
に
は
、
五
人
或
三
人
に
は
不
可
過
。
人

多
は
さ
は
か
し
く
て
、
心
み
た
る
ゝ
故
也
。
病
人
の

居
所
に
は
何
に
て
も
信
仰
仏
を
居
奉
、
常
纔

香
を
焼
、
餘
念
と
見
時
は
、
任
約
束
、
神
呪
に
も

宝
号
に
も
観
念
に
も
あ
れ
、
可
勧
也
。
家
中
に

」（
１
ウ
）

魚
を
焼
な
と
し
て
、
病
人
の
處
に
香

気

を
よ

ほ

す
事
な
か
れ
。

一
只
今
と
み
ゆ
る
時
は
、
本
尊
を
病
人
の
目
前
に

向
へ
、
耳
の
そ
は
に
よ
り
て
、
臨
終

只
今
也
。
来

迎
の
聖
衆
、
光
明
か
く
や
く
と
し
て
、
爰
に
来
給
へ
り
。

大
明
神
唱
へ
給
へ
と
て
、
病
人
の
息
に
合
て
、
は
や

か
ら
す
遅
か
ら
す
、
大
明
神
を
可
唱
也
。
既
終
て
後
、

一
時
は
か
り
耳
に
可
唱
入
也
。
上
は
死
様
な
れ
と
も

底
に
は
心
あ
り
。
或
は
魂
は
や
ら
す
し
て
、
死
人
の

あ
た
り
に
有
て
、

名
を
聞
ぬ
れ
は
、
彼
悪
道
に

」（
２
オ
）

入
へ
き
も
の
な
れ
と
も
、
中
有
よ
り
あ
ら
た
ま
り
て

浄
土
に
生
る
故
也
。

一
死
て
後
、
五
時
も
六
時
も
は
た
ら
か
す
へ
か
ら
す
。
是
古

人
の
深
誡
也
。
死
て
後
、
し
は
ら
く
し
は
り
か
ゝ
む

へ
か
ら
す
。
況
イハンヤい

ま
た
心
有
時
、
看
病
の
人
の
あ
ら
く

あ
た
り
、
或
は
か
ゝ
め
な
と
す
る
事
、
返
々
あ
る
へ
か

ら
さ
る
事
也
。
断
末
摩
と
云
風
、

刀

の
中
に
出
来

時
、
骨
と
肉
と
離
な
り
。
此
死
苦
病
苦
に
そ
ふ

時
、
指
に
て
も
あ
ら
く
身
に
ふ
る
れ
は
、
盤
石
を
な
け

か
く
る
や
う
に
覚
也
。
力
よ
は
る
故
に
荒
い
う
こ
か
さ

」（
２
ウ
）

れ
は
、
人
の
目
に
は
さ
ほ
と
ゝ
は
み
え
さ
れ
と
も
、
内
心
の
痛

い
ふ
は
か
り
な
き
事
也
。
一
生
のムツヒ
只
今
限
な
り
。

善
知
識
と
云
、
看
病
の
人
と
云
、
悲ヒ
心シン
に
住
へ
し
。

疎
略
を
存
へ
か
ら
す
。
又
臨
終
の
時
は
喉
か
は
く

故
に
、
清
き
紙
に
水
を
ひ
た
し
て
、
時
々
す
こ
し
つ
ゝ

う
る
ほ
す
へ
し
。
誰
か
水
と
名
を
あ
ら
〳
〵
し
く

お
ほ
く
し
ほ
り
入
へ
か
ら
す
。
人
を
門
に
置
て
問
に

来
る
人
を
あ
ひ
し
ら
は
す
へ
し
。
礼
儀
な
れ
は

歎
も
歎
さ
る
も
親
疎
多
こ
そ
り
ぬ
れ
は
、
心

悲
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て
必
悪
道
に
入
也
。
惣
て
仏
像
に
あ
ら
す
は
、
他
の
色

」（
３
オ
）

を
み
す
へ
か
ら
す
。
法
音
に
あ
ら
す
は
、
他
の
音
を

聞
へ
か
ら
す
。
笠
置
の
上
人
の
御

誡
イマシメな

り
。
ゆ
め
〳
〵

忽
諸
す
る
事
な
か
れ
。

」（
３
ウ
）
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